
生活費
（1年間）

研究費
（1年間）

所得税
（確定申告）

市町村民税
（翌年度支払い） 国民健康保険 国民年金 採用人数 申請・採用

時期

JSPS 特別研究員
DC-1/DC-2 240万円 150万円

（最大） 8万円 7万円 17万円 20万円 ー
M2から申請可

6月申請
10月以降決定

フェローシップ事業
（信州大学）

180万円
ただし，90万円は
共同研究企業から

の補助

30万円
+

活動補助

6万円
（最大）

6万円
（最大） 14万円 20万円 13人/学年

D1のみ申請可
基本2月
（随時）

JST次世代
高度人材「地域発志士」

育成プログラム
（信州大学）

180万円
40万円

+
活動補助

6万円
（最大）

6万円
（最大） 14万円 20万円 25人/全学

2021年度:2022年1月
→12月から支給

2022年度:3月&9月

現在の博士後期課程学生へのサポート事業と内容
（詳細は大学院室に要確認 daigakuin＠gm.shinshu-u.ac.jp）



支援制度名

内 容
JSPS 特別研究員

DC-1/DC-2
フェローシップ事業

（信州大学）

JST次世代
高度人材「地域発志士」

育成プログラム
（信州大学）

他の奨励金 ×
60万円まで可 60万円まで可

企業等から生活費相当を受給 ×

TA，RAの給与等の受給 △ ◎ ◎

アルバイト
(研究やキャリア開発・育成コンテンツに支障が無ければ)

× △ △

学生支援機構（JASSO）からの奨学金との併給 × ◎ ◎

財団等の奨学金との併給
(財団等との確認が必要） × △ △

同窓会組織等から資金援助 ◎ ◎ ◎
国費外国人留学生 × × ×

◎可能 △条件付き ×不可

現在の博士後期課程学生へのサポート事業と内容
（詳細は大学院室に要確認 daigakuin＠gm.shinshu-u.ac.jp）



入学料免除
（経済的理由）

申請時期 入学手続時 免除金額 全額免除 又は 半額免除

学力基準 入学をもって適用 家計基準
（目安）

給与収入者：500万円程度 （控除前の金額）
事業所得者：290万円程度

授業料免除
(経済的理由)

申請時期 前期 ３月 後期 ９月 免除金額 全額免除 又は 半額免除

学力基準 評定平均値 ２.０以上 家計基準
（目安）

給与収入者：600万円程度 （控除前の金額）
事業所得者：360万円程度

信州大学知の森基金
大学院奨学金

申請時期 ７～８月 （第一次出願者） 給付金額 30万円

対象者 修士課程2年次に在学している者で、引き続き博士課程に進学する者で、博士課程一次選抜試験に出願する者

注）予算が限られていますので、基準を満たしていたとしても必ず免除されるわけではありません

現在の博士後期課程学生へのサポート事業と内容
（詳細は学生支援課に要確認 TEL 0263-37-2199）
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